




本論文は 1975年 5月 12日に発生したクメール・ルージュ （Khumer 
Rouge） によるマヤグエース号 （SS Mayaguez） の捕獲に対する、米国フォー




































香港からタイのサターヒップ （Sattahip） に向けて 274個 4のコンテナーを




クが乗用車に引っ掛けた “I am Ford not Lincoln”であった。












の 60マイル沖合に位置するポウロ・ワイ （Poulo Wai） 島の南東 7海里






の PCF （Patrol Cra Fast） であり、約 1ヶ月前にカンボジアのロン・ノ
ル （Lon Nol） 政権が崩壊した時にクメール ･ルージュの手に落ちたもので
あった。攻撃を受けた時に、船は北緯 9度 48分、東経 102度 53分の位置
にあった。船長 Charles T. Miller（62歳）は直ちにモールス信号 SOSを打
電させ、高周波数の音声ラジオでも放送させた。近くを航行していたノル
ウェー船と英国船で受信されたこの SOSは、インドネシアの首都ジャカル
タで Delta Exploration Company が受信して、すぐに米国大使館に伝え、ワ
シントンへ転送された。民間船なので抵抗は出来ず、接舷し移乗してきた 7





Peoples Party: CPP） と FUNCINPEC （e National United Front for an 







が主張する領土に軍隊を派遣していた。5月 4日には Phu Quoc 島の近くで
両国の軍艦が砲火を交えた。この島はフランスの植民地当時から南ヴェトナ
ムの一部として統治されていたが、主権問題は解決していなかった。5月
図–1　 マヤグエース号の捕獲  
（出典： General Accounting Oce, e Seizure of the Mayaguez: A Case 
Study of Crisis Management,1976, p. 64）
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10日にはワイ島に駐屯していたカンボジア軍が、ヴェトナムが支配してい
た小さな島を占領した。カンボジア政府は領海を 90海里（約 167 km）だ





置がカンボジア領海内であっても、国際法では無害通航 （innocent passage） 
が認められていた。
2.　フォード政権の政策決定
拿捕から約 2時間後の 5月 12日午後 4時 12分（ワシントン時間午前 5時
12分）、国防総省の作戦室 （NMCC: National Military Command Center） 
に事件の第一報が届いた。ジョーンズ （David C. Jones） 統合参謀本部議長
代理が連絡を受けたのが午前 6時 46分、ハワイの太平洋統合軍司令部 
（CINCPAC）が偵察機の発進準備を命じたのが、午前 7時 30分であった。 
1時間半以内にタイとフィリピンから P–3オライオン対潜哨戒機が飛び立っ
た。











障会議 5 （NSC: National Security Council） が招集され、フォード大統領が
出席した。このような問題は通常は、まずもっと低いレベルの組織である
WSAG （Washington Special Action Group） で討議されるのだが、明らかに
自らこの問題を処理したいとの大統領の意思がここに反映されていた。出席
者は以下の 11名であった。フォード大統領、ロックフェラー （Nelson A. 
Rockfeller） 副大統領、キッシンジャー国務長官、シュレジンジャー （James 
Schlesinger） 国防長官、コルビー （William Colby） CIA長官、インガソル 
（Robert Ingersoll） 国務次官、クレメンツ （William Clements） 国防次官、
ジョーンズ統合参謀本部議長代理（ブラウン議長が NATOとの協議のため
欧州に出張中）、ラムズフェルド （Donald Rumsfeld） 大統領補佐官、スコー
クロフト国家安全保障担当次席補佐官 （NSC担当）、スマイザー （W. R. 
Smyser） NSC上級スタッフ（東アジア担当）。
まず、コルビー CIA長官がマヤグエース号はタイ湾のポウロ・ワイ 













NSCの特別会議である ExComを利用したことは有名である。John P. Burke, 
Honest Broker?: e National Security Advisor and the Presidential Decision Mak-
ing, Texas A & M University Press, 2009, あるいは Carnes Lord, “Rethinking the 
NSC Role” Comparative Strategy , Vol. 6, No. 3, 1987, pp. 241–279. などを参照。
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かです」 とこの危機をどのようにみるべきかを示した。（国家安全保障会議、











48時間に必要なものは、強い声明と （カンボジアに対する） 強気の覚え書き 




国がどうみるか問題である。（I think it will be judged in South Korea.） プエ
ブロ号事件を思い出す。すぐに強い行動を取るべきである。（I think a vio-












 6 Lambはロックフェラー副大統領は NSCのみに参加しているだけであり、そこ
でもキッシンジャーの意見を繰り返しているだけだとして、重要な政策決定メン























素をみてみましょう。」 （NSC議事録＃1、p. 12） そして、以下の 3つのこと
を知る必要があると述べた、1） 島を占領するに必要な兵力、2） Kompong 
Somを占領し、マヤグエース号と乗組員を取り返すに必要な兵力、3） 港を
機雷で封鎖するに必要な兵力。彼自身は第 2案を好むとしていた。












た。そこで北京駐在の「米中連絡事務所」のブッシュ （George Herbert 
Walker Bush） 公使（後の第 41代大統領）が在北京カンボジア大使館と中国
政府に、乗組員の釈放を求める文書を渡した。しかし、中国政府は翌日カン
ボジア側に渡すことなく返却し、カンボジアは翌日郵便で返送してきた。ワ






































きました」 とタイ政府を軽視する発言をしている。（NSC議事録＃2、p. 4） ク


































Powers Resolution, PL. 93–148） によって行動が禁止されているのではなく、
クーパー・チャーチ修正法 8がインドシナにおける軍事行動を禁止している






































なかった。（図–2参照）空母コーラル・シー （Coral Sea: CVA-43） と護衛駆
逐艦 3隻はオーストラリアに向かっていたが 10、現場から 950マイルも離れ
ていた。この部隊は命令を受け現場に急行したが、到着まで 2–3日かかる
と見られた。比較的近くにいたのはフィリピンのスービック海軍基地の南西
100マイルにいた駆逐艦 USS Harold E. Holt （DE-1074, Knox 級フリゲート
艦 4065 t）と補給艦 Vegaであった。更に、誘導ミサイル駆逐艦 USS Henry 
W. Wilson （Chareles F. Adam 級 DDG-7） が台湾の高雄 （Kaohsiung） から
スービック基地に戻る途中のインドネシア沖にあった。後者は現場まで 770
マイルも有り、直には到着は無理であった。スービック海軍基地には空母ハ





 9 Memorandum of Conversation, President Ford, Dr. Henry A. Kissinger, Secretary 
of State and Assistant to the President for National Security Aairs, Lt. General 
Brent Scowcro., Deputy Assistant to the President for National Security Aairs, 
Wednesday, May 14, 1975 11 : 45 a. M.?" PLACE: Oval Oce e White House, 
SUBJECT: Mayaguez, File scanned from the National Security Adviser’s Memo-
randa of Conversation Collection at the Gerald R. Ford Presidential Library 
 10 第 2次世界大戦中 1942年 5月 3–8日にニューギニア沖の珊瑚海海戦における 
日本海軍に対する勝利を祝う毎年の行事のために公式訪問の予定であった。 
空母コーラル・シーはこの珊瑚海 （e Coral Sea） から命名されたのである。
Guilmartin, op.cit., p. 39.
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沖縄にいた空中戦闘上陸大隊 （Air Contingency Landing Battalion） と
フィリピンのスービック基地から第 4海兵連隊の第 1大隊がタイのウ・タ
パオ基地に移動したが、途中のナコン・ファノム （Nakhon Phanom） 基地
図–2　 1975年 5月 12日現在の米軍配置図  





助部隊（ARS: Aerospace Rescue and Recovery Squadron） と第 21特殊作戦





官 （CINCPAC） であるゲイラー （Noel Gayler） 大将は組織図上では指揮を
することになっていたが、実際の指揮はナコン・ファノム基地にヴェトナム
戦争後に移転した第 7空軍 （COMUSSAG/7AF） のバーンズ （John Burns） 
中将とウ・タパオ基地に任さざるを得なかった。特に現場から 90マイルの
地点で旋回していた EC-130に設置されていた ABCCC （Airborne Battle-




















5月 15日の夜明け前 6時 09分に 3機のHH–53（装甲板と 7.62ミリ機関
銃を装備していた）ヘリコプターと 5機の CH–53ヘリコプターに分乗した
175名の海兵隊員がタン島の北部に接近した。タイのウ・タパオ基地から現





図–3　 マヤグエース号事件に関する指揮命令系統  










図–4　タン島への上陸（出典： Guilmartin, ibid. p. 71, Map 3）
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取るのであろうか。結局 109名が上陸しただけで、4つのグループに分断さ







































軍基地には 3隻の LCU （上陸用舟艇） と 1隻の LCM （上陸用舟艇） がいた。
港の近くの空軍基地には 3機の T-28と 6機の輸送機がおり、対空砲が備え
られていた。コンポン・サムには約 2000名のカンボジア兵がいると見られ








































Gallup社の世論調査によれば、大統領支持率は 39％から 50％へと 11％も

















 12 Gallup Opinion Index, Report No. 120, June 1975. 2月 28日–3月 23日から 5月




その人間が下す政策を決定するとした「定理」を示した。（Where a man 





Minutes, National Security Council Meeting, Monday, May 12, 1975, 12 : 05p.m.–
12 : 50p.m. （Seizure of American Ship by Cambodian Authorities"（Top Secret） 
15 pp.（NSC議事録＃1）
Minutes, National Security Council Meeting, Tuesday May 13, 1975, 10 : 02a.m.–
11 : 17a.m. （Seizure of American Ship by Cambodian Authorities"（Top Secret） 
17 pp.（NSC議事録＃2）
Minutes, National Security Council Meeting, Tuesday May 13, 1975, 10 : 40p.m.–
12 : 25a.m. （Seizure of American Ship by Cambodian Authorities"（Top Secret） 
23 pp.（NSC議事録＃3）,
Minutes, National Security Council Meeting, Wednesday, May 14, 1975, 15 : 52p.m.–
17 : 42p.m. （Seizure of American Ship by Cambodian Authorities"（Top Secret） 
 13 Allison, G. T. e Essence of Decision: Explaining the Cuban Missile Crisis, 
pp. 195–196
（出典：Head et.al., op.cit. p. 139）
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27 pp.（NSC議事録＃4）、
Minutes, National Security Council Meeting, ursday, May 15, 1975, 16 : 02p.m.–
16 : 20p.m. 29 pp.（NSC議事録＃5）、  
以上の NSC議事録は、http://www.ford.utexas.edu/library/document/nsmin/
minlist.htmよりダウンロードした。
CINCPAC （Commander in Chief Pacic）, Command History 1975, Appendix VI: e 
Mayaguez Incident, （Top Secret） 33 pp. Oce of Joint Secretary.
US Congress, House, Subcommittee on International Political and Military Aairs, 
Committee on International Relations, Seizure of the Mayaguez, Hearings on the 
Mayaguez Incident, pt. 4, Report of the Comptroller General of the United States, 
94th Cong., 2d sess., October 4, 1976,
General Accounting Oce, e Seizure of the Mayaguez: A Case Study of Crisis Man-
agement, 1976, 70 pp.
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